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慶
應

義

塾

図
書

館
蔵

「
泉
鏡
花
生
母
す
ゞ

の
書
簡
」
解
題

・
翻
刻
（
上
）

西

川

貴

子

解
題

 

こ

こ
に
紹
介

す

る

二
通

の
書

簡

は
、
金

沢
市

下
新

町

に
住

む
、
泉
鏡

花

の
母
、
す

ゴ
が
高

岡

に
出

稼
ぎ

に
行

っ
た
夫
、

清
次

に
宛

て
た
も

の
で
あ

る
。

い
ず

れ
も
慶
應

義
塾

図
書

館
所

蔵

の
も

の

で
、

こ

の

二
通

を
含

め

て

四
通

の
清

次
宛
書
簡

が

所
蔵

さ
れ

て

い
る
。

 

太
田
咲

太
郎

「
図
書
館

案
内

」

(『
一二
田
評
論

』

一
九

三

一
・

=

、

一

九

三

二

・
九
)

に
泉

家

か
ら
鏡

花

の
遺
品

や
自

筆
原

稿

が
慶
應

義
塾

図
書

館

へ
寄
贈

さ
れ

た
こ
と

が
記

さ
れ

て

い
る
が
、
こ
れ

ら

の
書

簡

は
そ

の
際
、

遺

品

の
中

に
含

ま
れ

て

い
た

も

の
と
考

え
ら

れ
る

(遺
品

は
現

在

は

「
鏡

花

室
」

に
保
管

さ
れ

て

い
る
)
。

 

こ

こ
で
は
便
宜

上
、

四
通

の
書
簡

を
、

書

か
れ

た
年
次

に
し
た
が

っ
て

「
書
簡

一
」
～

「
書
簡

四
」
と
呼

ぶ

こ
と

に
す
る
。

本
稿

で
紹

介

す
る

「
書

簡

一
」

「書
簡

二
」
、

及
び

次
号

で
松

井
崇

、

三
浦
卓

両
氏

に
よ

っ
て
紹

介

さ

れ
る

「書
簡

三
」

の
三
通

は
、
内

容
上

、
同
時

期

に
書

か
れ

た
も

の
と

推

定

で
き

る
が
、

同
じ

く
次
号

で
紹

介

さ
れ

る

「
書

簡

四
」

は
、

そ
れ
ら

よ
り
も
数
年

後

の
も

の

で
、

鏡
花

出
生
後

に
書

か
れ
た

と
推
測

さ

れ
る
。

 

ま

た

「書

簡

二
」

は
鏡
花
自

ら

が
編
纂

に
関

わ

っ
た
春

陽
堂

版

『
鏡
花

全
集

』
巻
十

五

(以

下

「
春

陽
堂

版
全

集
」
)
に
、

そ

の

一
部

(後

半

の

「
す

こ
し

の
ま
も

わ
す

れ
」

か
ら

「何

も

く

目
出
度

か
し
く
」

ま

で
)

の
写

真

と
翻
刻

が
掲

載

さ
れ
、
併

せ
て
、
清

次

が
打

っ
た

と
思

わ
れ

る
箸

の
写

真

と
、
鏡
花

に
よ

る
左

記

の
言
葉

が
添

え

ら

れ
て

お
り
、
書

簡

が
書

か
れ

た
当

時

の
状

況

を
伝

え

て

い
る
。

父

が
刻

み
し
平

打

の
箸
、

牡
丹

一
枝

、
ゆ
か
し

き
人

の

さ
し
け

る
が
、
い
ま
わ
が

も

と

に
あ
り
。

母

と
し
十

九

の
頃
、

職
を
隣

国
高

岡

に
営

み
し

父

に
寄

せ
た

る
お
と

つ

れ
、

金
沢

新
町

よ

り
。

 

鏡
花

の
母

す

ゴ
は
安
政

元

(
一
八
五

四
)
年

一
月

二
十

八

日
、
加
賀

藩

御
手

役
者
葛

野

流
大

鼓
師

、
中

田
万

三
郎

豊
喜

の
長

女
と

し

て
、
江
戸

下

谷

で
生

れ
た
。

『
稿
本

金
沢

市
史

風
俗

編

第

二
』

(復
刻

版

・
名
著

出
版

一

九

七
三

・
七
)

に
よ
る

と
、
加
賀

藩

で

は

「
藩

主
前

田
氏

歴
世

能
楽

を
好

尚
し
、

そ

の
上

下

に
行

は
れ

た
」

と
あ

る
。
藩

内

で
は

「
御
手

役
者

は
皆

俸

米
を
給

せ
ら
れ
、

町
役

者

は
扶
持

米

を
給

せ
ら

る

〉
も

の
と
否

ら
ざ

る
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も

の
と

あ
り
」
、
藩

主
斉
広

・
斉
泰

の
時

に
は
中

田
万

三
郎

家

は
江
戸

で
判

金

四
枚

の
俸
給

を
受

け

て

い
た

(同
書

)
。

 

し
か

し
上
野

で
彰
義

隊

と
官
軍

と

の
戦
闘

が
行

わ
れ

た
慶

応

四

(
明
治

元
)

年
、
中

田
家
も

つ
い
に
江
戸

を
離

れ
、

金
沢

へ
と
転

住

し
た

こ
と
が

「
金

沢
市
高

道

町

の
全

性
寺

の
過

去
帳

」

や

「
壬
申

戸
籍

」

の
文

章

か
ら

確
認

で

き
る

(殿

田
良
作

「
泉
鏡

花

の
実
際

と
作

品
」

『
国
語

国
文
』

一
九

六

三
・
七

)
。
す

ゴ
と
清

次
が

い

つ
結
婚

し
た

の

か
は
明
ら

か

で
は
な

い
が
、

「
壬

申
戸
籍

が

作
成

さ
れ

た
明
治

五
年

に
は
す

で
に
入
籍

」
し

て

い
た

(殿

田
前

掲
論
文

)
。

 

後

述
す

る
よ

う

に
、

二
通

の
書

簡

は
と
も

に
明
治

六

(
一
八
七
三

)
年

六
月

執
筆

と
推
定

さ
れ
る

が
、
泉

鏡
太

郎

(鏡

花

)

の
出

生
が

明
治

六
年

十

一
月

四
日

で
あ
り
、

「
書
簡

二
」
の
本

文
中

に
も

「
た

ゴ

の
か
ら
だ

に
候

へ
は
ど
う

で
も

い
た

し
御

め
も
じ

に
ま

い
り
候

へ
と
も

こ
う

い
う

か
ら
た

に
候

間
其

よ
ふ

な
事
も

て

き
不
申

」
と

あ

る
よ
う

に
、

こ
の

「書

簡

一
」

「
書
簡

二
」

「
書
簡

三
」

を
書

い
た
時
、

す

ゴ
は
鏡
花

を
身

籠

っ
て

い
た
。

ち
な

み

に
、

泉
家

の
菩
提

寺
、

金

沢
市
馬

場

五
番
丁

の
円
融

寺
過

去
帳

に

は

「
明
治

五
年

七
月
晦

日

冥

敢
水

子

泉

清
次

子
息

」

と
あ
り
、

鏡
花

誕

生

前

に
も
既

に

一
子
あ

っ
た

が
、
流

産

か
死
産

し

た
と
思

わ
れ

る

(殿

田

前

掲
論

文
)
。

 

鏡
花

の
父

、
泉

清
次

は
天
保

十

三

(
一
八
四
二
)

年
十

一
月

三
日
、

泉

庄
助

(「
庄
次

」

と
す

る
論
文

も
あ

る
)
、
き

て

の
長

男

と
し

て
生

れ

た
。

清
次

は
父

の
仕
立

職
を
継

が
ず

、
加

賀
藩

細

工
方
、

金

工
七
代
目

水

野
源

六

(光
和
)

に
弟

子
入

り
し
、

春

陽
堂
版

全
集

巻

一
の
年
譜

に

「
父

は
清

次

、

政
光

と
て
金

属

の
彫
工

な
り
」

と

あ
る

よ
う

に
、
政

光
と

い
う
号

を

名

乗

っ
た
。

 

小
林

輝

冶

「加

賀
象

眼

の
職
人

た

ち
 

 

鏡
花

の
諸
作

を

一
つ
の
視

点

と
し

て
 

 

」

(『
ホ
ワ

ッ
ト
イ
ズ

・
金

沢
 

 
職

人

・
作

家

・
商

人

の
ル
ー

ツ
を
探

る
』

金
沢

学
研

究
会

黒
川

威
人

編

一
九
九

二
・
二
)
等

で
も
既

に

指

摘

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、

清
次

は
明

治
十

四

(
一
八

八

一
)
年

開
催

の

第

二
回
内
国

勧
業

博
覧

会

に
銅

製

の
香
櫨

を
出

品

し

て
お
り

〈
資
料

1
>
、

「
朧
銀

ノ
香

櫨

二
諸

金

属

ヲ
以

テ
古

紋

ヲ
平
嵌

ス
布

置
宜

キ

ヲ
得

テ
鮮
麗

ナ
リ
其

工
技

頗

ル
嘉

ス
可

シ
」

と

い
う

評
を
得

て

い
る

(東
京

国

立
文
化

財

研
究

所
美

術
部

編

『
明
治
美

術

基
礎
資

料
集

』

一
九
七

五

・
三
)
。

な

お
、

清

次

の
作
品

は
、

小
林

前
掲
論

文

で
写
真

と
共

に
紹

介

さ
れ

て

い
る
。

 

『
稿
本

金

沢
市
史

工
芸
編

』

(復

刻
版

・
名
著

出
版

一
九

七

三

・
七
)

に

よ
る

と
、
江

戸
時

代

に
は
、
豊

臣

氏
滅

亡
後
、

京
摂

及
び

伏

見

か
ら
来

て

前

田
氏

に
仕

え

る
よ
う

に
な

っ
た
後

藤
氏

や
大

坂

か
ら
来

た
水

野
氏

、
伏

見

か

ら
来

た
勝
木

氏
を

初

め
、
金
沢

の
金

属
離

鐘

の
業

は
盛

ん
で
あ

っ
た
。

加
賀

藩

で
は
、
当
時

こ
れ
ら

の
工

人
を
、

白
銀

師

と
、
象

嵌

の
工
人

で
あ

る
鐙
師

(象
嵌

師

)

の
二

つ
に
分

け

て
お
り
、

水
野
氏

は

白
銀

師

に
属

し

た

が
、
「
白
銀

師

と
象

眼

師

は
漸

次

そ

の
業

を
混

同
し

て
、
互

に
そ

の
技
を

兼

ね
」

る

よ
う

に
な
り

、

「遂

に
系

統

さ

へ
も
識

別

し
能

は
ざ

る

に
至
」
っ

た

の
で
あ

る
。

 

「
美
術

工
芸

の
府

金
沢

」
と
称

さ

れ
た

よ
う

に
、
加
賀

前

田
家

は
文

化
政

策

を
強

力

に
推
進

し
、
「
領
内

外

か
ら
広

く
人
材

を
集

め
、
美
術

工
芸

と
武

具

補
修

の
細

工
所

を
設

け

た
」

(養

田
実

・
定

塚
武
敏

編

『
高

岡
銅

器
史

』

桂

書
房

一
九

八

八

・
五

)
。

「
町
職

人
が
細

工

人

に
任
命

さ

れ

る

こ
と
は
職

人
社
会

に
お
け

る
最

高

の
名
誉

」
で
、

「門

閥
御

用
職

人

と
し

て
苗
字

帯

刀

を
許

さ
れ
」
、

扶
持

米

・
給
米

を
受

け

る

こ
と
が

で
き
、

コ

た
ん
、

細

工

人

と
も

な

れ
ば

日

々
醒
齪

と
し

て
わ
が
技

を
安

く
売

る
必

要

は
な

く
、

ひ
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〈資
料
1
>
「第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会

(明
治
十
四
年
)
出
品
目
録
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『明
治
美
術
基
礎
資
料
集
」
前
掲
)



た

す
ら

技
術

の
練

磨

に

つ
と

め
秀

れ

た
作

品

の
製

作

に
没
頭

す
れ

ば

よ

か

っ
た
」

の
で
あ

る

(田

中
喜
男

『加

賀
象
嵌

職
人
 

 

米
沢
弘

安

の
人

と
作

品
 

 
』

北
国
出

版

一
九

七
四

・
二
)
。

 

し
か

し
明
治

維
新

に
よ

っ
て
幕

藩
体

制

が
崩

壊

し
、
明

治

二

(
一
八
六

九
)

年
帯

刀
禁

止
令
、

同

五

(
一
八
七

五
)
年

廃

刀
令

な

ど

に
よ
り

刀
剣

装
具

の
需
要

が
断

た

れ
、
加

賀
象

嵌

は
決
定
的

な
打
撃

を

受
け

る
。

 

だ

が
、
高

岡

の
鋳
物

師

や
飾
師

た

ち
は
幕
藩

体
制

下

で
町
人

や
農
民

を

商
売

相
手

と

し
て

い
た
た

め
、

ほ
と

ん
ど
打
撃

を
受

け
ず

、
む

し
ろ

「
北

陸
地

方

は
も

と
よ
り
、

関

西
、
関

東
、

東
北

、
九
州

、
さ

ら

に
は
居
留

地

貿
易

に
ま
で
販
路

を
拡

げ

た
銅

器
商
人

の
台
頭

に
よ

っ
て
発
展
的

で
さ
え

あ

っ
た
。

そ

こ
で
廃
藩

に
よ

っ
て
失
業

し

た
数

多
く

の
加
賀

象
嵌

師
が

、

高
岡

へ
出
稼

ぎ

に
く

る
事
態

が
起

っ
た
」

(
『高

岡
銅

器
史
』
前

掲

)
。
清
次

も
そ

の
う

ち

の

一
人

で
、

『
金
沢
銅

器
製

造
元

記
』

(金

沢
市

立

玉
川
図
書

館

蔵

)
に
よ

る

と
明
治

六
年

三
月

か
ら
、
高

岡

の
白
崎

屋

へ
出

稼
ぎ

に
行

っ

た

こ
と
が
記

さ

れ
て

い
る

〈
資
料

2
>
。

 

し

た
が

っ
て
、
書

簡
自

体

に
年

号

は
記
さ

れ
て

い
な

い
が
、

「書

簡

一
」

～

「
書

簡

三
」

は
明

治

六
年

に
書

か
れ

た
も

の
と
推

定

す

る
こ

と
が

で

き

る
。

た
だ
し

、
高

岡
滞

在

も

一
時

の

こ
と

で
あ

り
、
明

治

六
年

八
月
、
高

岡

の
銅

器
商

人
金
森

宗

七

が
、
新

た

に
金

沢

で

「
宗
金

堂
」

と
称

す

る
銅

器
製
造

工
場

を
設

立

し
た
時

に
は
清
次

は
そ

の
仕
事

に
参
加

し

て
お

り
、

半

年

も
経

た
な

い
う

ち

に
金

沢

に
戻

っ
て
き

た
も

の
と
考

え
ら

れ
る

(
『金

沢
銅

器
製
造

元
記
』

に
は

「
泉
清

治
」

と
記
載

さ

れ
て

い
る
が
、

前
後

の

記
述

か
ら

こ
れ

は

「
泉

清
次

」

の
こ

と
を
指

す
)
〈
資

料

3
>
。

 

以

上

の
よ
う

に
、
本
資

料

は
鏡
花

誕
生

前

の
も

の
で
あ

る
が
、

春
陽
堂

版
全
集

収
録

に
際

し

て
鏡
花

自
ら
言

葉

を
添

え
る
な

ど
深

い
思

い
入

れ
を

示

し

て

い
た

こ

と
や
、

「
聾

の

一
心

」

(明

二

八

・

一
)

を

初

め
、

父
を

モ

デ

ル
に
書

い
た

と
思

わ
れ

る
作

品

も

い
く

つ
か
あ

る
こ
と

、

ま
た
周

知

の

通

り
鏡

花

の
作
品

世
界

に

「
母
」

の
存
在

が
大

き
な
影

響

を
及

ぼ

し

て

い

る

に
も
か

か
わ

ら
ず
写

真
を
初

め

と
し

て
母

の
姿

を
伝

え

る
具

体
的

な
資

料

が

な

い
こ
と

な
ど

を
考

え
れ
ば
、

父
母

の
間

の
直
接

の
交
信

の
記

録

で

あ

る
本
書

簡

は
鏡

花
文

学
研
究

に
と

っ
て
重
要

な
資
料

と

い
え
る
。

同
時

に
、
鏡

花
出

生
直

前

の
同
時

代

の
周
辺
状

況
を
知

る
上

で

い
く

つ
か

の
興

味

深

い
事
実

も
散

見

で
き
、
そ

の
意

味

で
も
貴
重

な
も

の
だ

と

い
え

よ
う

。

〈資
料
2
>
「金
沢
銅
器
製
造
元
記
」
(金
沢
市
立

玉
川
図
書
館
蔵
)
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〈
資
料
3
>
「金
沢
銅
器
製
造
元
記
」
(金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
蔵
)

書
誌

 

翻
刻

に
あ

た

っ
て
、
慶
應

義

塾

図
書
館

所
蔵

の
清

次
宛

す

ゴ
書
簡

四
通

に
、
便
宜

上
、

日
付

順

に

「
書
簡

一
」
～

「
書
簡

四
」

と
番
号

を
付

し

た
。

今

回
紹

介
す

る

の
は
そ

の
う

ち
左

記

の

二
書
簡

で
あ

る
。

「
書
簡

一
」

・
[明

治
六
年

(推

定
)
]

六
月

二
十

二
日

・
巻
紙

、
薄

手
斐

楮
交

漉

三
枚
継

・
(縦

×
横

)

一
五

・
三

×
七

四

・
六

(
㎝
)

・
墨

筆

(四
十

二
行

・
別

に
差
出

人
署

名
、
宛

先
、

日
付

共

六
行

.
「
猶

々

 

 
 

書

」

二
十
行

)

「書

簡

二
」

・
[明

治
六
年

(推

定
)
]

六
月

二
十

四
日

・
巻
紙

、
薄

手
斐
楮

交
漉

四
枚

継

・
(縦

×
横

)

一
五

・
三

×
八
六

・
二

(
㎝
)

・
墨
筆

(五
十

五
行

・
別

に
差
出

人
署
名

、
宛

先
、

日
付

共

六
行

.
「
猶

々

 

 
 

書

」
十

六
行

)

 

 
 

 
凡

例

一
、
翻
刻

に
あ
た

っ
て
は
で
き

る
だ

け
原
文

に
忠
実

に
努

め
、
書

簡

特
有

の
文
字

(例

"

「
ず
」
)
は
原
文

の
ま

ま

と
し
た

が
、
変

体
仮

名

は
原

則

と

し

て
通
行

の
仮
名

に
改

め
た
。

一
、
本

翻
刻

は

〈
書
簡

写
真
版

〉
〈
本

文

翻
刻
〉

〈
注
〉

に
よ

り
構
成

さ
れ

て

い
る
。
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翻
刻

「書

簡

一
」

 
 
 

か
へ
す
く

も
な
か
む
ら
の
事
御
ね
ん
し
申
上
候

 
 
 

沢
田
や
様
に
も
こ
ん
月
内
に
は
此
度
は

 
 
 

ほ
ん
と
う
に
御
あ
け
遊
し
候
や
う
す
に

 
 
 

候
間
御
あ
ん
し
ん
遊
し
候
て
御
か
へ
り

 
 
 

下
さ
れ

へ
く
候

よ
き
御

た
ず

に
付
文

し

て
申
上

ま

い
ら
せ
候

さ
や
う

に
候

へ
は

二
十

日

に
こ
う
さ

く
様
御

出

に

て

ゆ
る
く

御
は
な
し
十
八
日
夕
方
に
御
き
げ
ん

に
て
御
つ
き
遊
し
候
と
の
御
事
ま
す
く

御

う
れ

し
く

あ
ん

し
ん

い
た
し

ま

い
ら
せ
候

つ
き

に

こ

〉
元
御

ち

〉
上
様

御

は
し

め
み
な

く

そ
く
才

に
く
ら

し
折
候

へ
は

か
な
ら

つ
く

御

あ

ん
し
被

下

ま
し
く
候

さ
て
又
御

出

の
せ

つ
も
御

心

せ
き
と

は

山

く

御

さ

つ
し
申

上
候

へ
と
も
し
ば

し

の
ま

も

御
そ
ば
に
折
申
候
度
そ
れ
ゆ
へ
屋
な
ぎ
ば
し
ま
て

御
つ
れ
た
ち
申
上
さ
ぞ
く

御
せ
が
御
も
め
遊
し

候
御

事

と

そ
ん
し

上
ま

い
ら

せ
候
御

ゆ

る
し
下

さ
れ

へ
く
候

何
や
ら
御
な
ご
り
お
し
く
猶
く

い
け
ぬ
物
に

御

さ
候

ぶ

ん
さ
ん
御

は
な
し

に
は

た

〉
今

は
し

ら

さ
き
や
に
は
あ
な
た
様
御

一
人
の
よ
し
御
申
さ
ぞ
く

御
さ
む
し
き
御
事
と
山
く

御
さ
つ
し
申
上
ま
い
ら
せ
候

.
い
く
ら

お

も
ひ
候

て
も

あ

か
り
候
事

も

て
き
不
申

 :1



心
の
う
ち
に
て
い
ろ
く

と
御
あ
ん
し
申
上
候

御

さ

つ
し
下

さ

れ

へ
く

候
此

せ

つ
は

つ
ゆ
の

ゆ

へ
に

い
ろ
く

と
時
か
う
が
か
わ
り
候
間
よ
く
く

御
か
ら
だ

御
大
せ
つ
に
お
風
を
御
ひ
き
遊
し
候
ら
わ
ぬ

や
う
御
よ
う
じ
ん
遊
し
被
下

へ
く
候
は
な
れ
て

お
り
候

と
何

に

に

つ
け
ま
事

に
く

あ

ん
し
申

上
候

御

そ
く
才

の
う

へ
に
も
御

そ
く
才

の
や

う
く

れ
く

も

ね
か
ひ
上
候
御
と
〉
様
6
も
御
手
が
み
上
候

は
つ
な
が
ら
こ
う
さ
く
様
く
れ
方
に
御
出
遊
し

あ
す
ゆ
く
と
の
御
事
そ
れ
ゆ
へ
何
や
ら
む
た
く

い
た
し
折
候
間
御
手
か
み
も
上
申
さ
ず
候
間

よ
く
く

時
か
う
大
し
に
い
た
し
候
や
う
に
と
御
申

に
御
さ
候

一
あ
な
た
様
御
出
の
時
ま
い
り
候
中
む
ら
の
ざ
ん
ぎ
り

さ
ん
此
間
ず
た
び
く

ま
い
り
御
た
よ
り
が

御

さ
候

や

と
今

日

も
た
つ

ね

に
ま

い
り
候

に

つ
き

ど
う
そ
何
と
か
御
へ
ん
じ
を
く
れ
く

も
ね
ん
し
上
候

申
上
度
御
事
は
山
く

御
さ
候
へ
と
も
く
れ
相
に
て

何
や
ら
い
そ
が
し
く
候
間
又
く

ゆ
る
く

申
上
候

 
 
 
 
 
 
 
 
何
も
く

あ
ら
く

め
で
た
く
か
し
く

 
六
月
廿
二
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 志
ん
町

 
 
 
 
(13
)

た
か
お
か
に
て
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
す
》
ず

 
 
清
次
様

 
 
 
 
 
御
も
と
へ
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猶
く

時
か
う
御
い
と
ゐ
遊
し
候
や
う
ね
か
ひ
上
候

く
れ
く

も
御
か
ら
だ
御
大
事
に
遊
し
御
た

べ
物

御
き
つ
か
ひ
御
さ
け
を
あ
ま
り
く

御
す
ご
し

遊

し
候
ら

わ

ぬ
よ
う

ね
ん

し
上

ま

い
ら
せ
候

こ

》
元

あ

な
た
様

御
出

の
ば

ん
ず

さ
か

ゐ
や

に

て
そ
ば

お
は
じ

め
申
候
山

の
そ
ば
出

み

せ
と
申

候

大

そ
う
く

お

ン
き

い
町

ち
ん

を

つ
け
よ

く
く

は

や
り
申

候
十
九

日

の
は

ん
御

は

〉
様

と

ち
よ

と

た
へ
に
ま
い
り
候
所
ま
事
に
く

お
い
し

い
お
そ
ば
に

御
さ
候
あ
な
た
様
御
内
な
れ
は
さ
そ
く

御
よ
ろ
こ
ひ

さ

つ
そ
く

御
出
遊

し
候

御
事

と

う
ち
ず

御

う
わ

さ
申
上
候

ど

の
よ

う
な

お

い
し

い

お
そ
ば
て
も
私
事
は
一
ば
ん
く

あ
な
た
様

の

お
そ
ば
が
よ
ろ
し
く
御
さ
候
と
う
そ
く

ら

い
月
中

こ
ろ

に
は
ち

よ
と
な

り

と
も

御

か

へ
り
を

ひ
と

へ
に
く

ね

ん
し

上
ま

い
ら

せ
候

御
出

の
其

日
ず

御

か

へ
り
を
た

の

し
み

に

折

く
ら

し
ま

い
ら

せ
候
御

て
す

き

の
せ

つ

一
筆

な

り
と

も
御

へ
ん

し
を

ひ
と

へ
に
く

ね
ん
し

上
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
め
で
た
く
か
し
く
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「
書

簡

二
」

か

へ
す
く

も
火

の
よ
う

じ
ん
大
事

に
い
た
し
候
問

か
な
ら
ず
御
あ
ん
し
下

さ
れ
ま
し
く
候
又
御
手
す

き
が

候
は

〉
御
め
ん
と
う
さ

ま
な
か
ら
御

た
ず
御
ね

か
い
申
上
候

以
上

廿

二

日
御

し
た

》
め
遊

し
候
御

手

か

み
同

三
日

に

相

と

〉
き
御

せ

わ
し
き

御
中

に
て
私

ま

て
も

御
文
被
下
ま
事
に
く

御
う
れ
し
く
く

御
目
も
じ

さ
ま

の
・10
に

て
は

い
け
ん

い
た
し

ま

い
ら

せ
候

じ
せ

つ

か
ら
御

あ

つ
さ

に
相
成

候

へ
と
も
御

き
げ

ん
よ

く

い
ら
せ

ら
れ
候
と
の
御
事
ま
事
に
く

御
目
出
た
く

御

う

れ
し

く
御

よ
ろ

こ
び
申

上
ま

い
ら

せ
候

つ
き

に

ご
〉
元
御
と
〉
様
御
は
し
め
み
な
く

そ
く
才

に
て
く
ら
し
折
候
間
か
な
ら
ず
く

御
あ
ん
し

下
さ

れ
ま

し
く

候
さ

や
う

に
候

へ
は
此

せ

つ
は

あ
な

た
様

御

せ
き

は

い
か

〉
に
候

や
何
様

♂

い
や

な
あ
う

さ

に
候
間

御

わ

る
く
わ

な
き
や

と

御
う

わ

さ
申

折

御
あ

ん
し

申
上
候

し

せ

つ
を

お
く

り
候

や
う

に
と
御

申

よ

こ
し
御

や
す
き
御

事

何

な
り

と
も
御

ほ

し
き
物

候

は

〉
御
申

よ

こ
し

下

さ
れ

へ
く
候

御

む
ね

の
わ

る

い
の
わ

い
か

〉
に
候
や

御
あ
ん
し
申
上
候
と
う
そ
く

御
そ
く
才
の
よ
う

御
よ
う
し
ん
遊
し
と
き
く

に
は
御
ほ
よ
う
遊

は
し

一83一



御

き
を
御

な
ぐ

さ

め
な

さ
れ
候

や
う

御

ね
ん
し
申

上
候

す

こ
し

の
ま
も

わ

す
れ
不

申
あ

つ
い
に

つ
け

さ
む
い
に
つ
け
御
あ
ん
し
申
上
候
と
う
そ
く

お
わ
る
く

御
な

り
遊

し
候

ら

わ
ぬ
よ

う

く
れ
く

も
ね
ん
し
上
候
御
と
〉
様
御
か
〉
様

の
御
事
は
か
な
ら
す
く

御
あ
ん
し
下
さ
れ

ま
し
く
候
ま
事
に
く

御
丈
ふ
に
候
て
相
か
わ
ら
づ

夕
方

に
は

一
ぱ

い
は
じ
ま

り
御

さ
む

し
き
御

や

う
す

何
成

と
も

お

さ
か
な

と

お
さ
け

お
ば
御

と
り

こ
れ
は
あ

な

た
様

の
じ

や
と
御

よ
け
遊

し

候
て
ず
御
あ
か
り
遊
し
候
ま
事
に
く

御
う
れ
し
く

な

み
だ

か
出
申

候

こ
れ

と
申
も

つ
ね
か
ら

あ

な
た
様

が
御

や

さ
し

き
ゆ

へ
と
そ

ん

し
上
候

御
両
親
様
の
御
事
は
わ
た
く
し
事
大
事
に
く

い
た
し
候
間
か
な
ら
つ
く

御
あ
ん
し
被
下
ま
し
く
候

沢
田
や
様
の
御
事
も
い
ろ
く

御
あ
ん
し
遊
し

御
申
よ
こ
し
こ
れ
も
こ
ん
月
内
に
は
き
つ
と
く

御
あ
け
候
間
こ
れ
ま
た
御
あ
ん
し
被
下
ま
し
く
候

御
出
遊
し
候
と
さ
つ
そ
く
御
し
ら
せ
申
上
候

御
と
〉
様
ず
も
御

へ
ん
し
御
出
し
候
は
つ
な
か
ら

何
や
ら
む
た
く

と
御
そ
ん
し
と
う
り
な
さ
れ

候

へ
は
よ
ろ
し
く
く

申
上
候
や
う
御
申
に
御
さ
候

 .,



二
か
ひ
両

し
ん

♂
も

よ

ろ
し
く
申

上

候
や

う
申

き
け
候

東
京

兄
♂

も
さ

く
日

た
♂
御

さ
候

よ

ろ
し

く

申
上

候

や
う
申

ま

い
り
候

こ
れ
も
七

月
内

に
は

も
ど
り
申
候
と
申
ま
い
り
候
く
れ
く

も

御
か
ら
だ
御
大
事
に
遊
し
候
や
う
よ
く
く

ね
か
い
上
候

あ

す
は
廿

五
日

に
候

間
相

か

わ
ら
づ

う

た

つ

天

じ
ん
様

え
御

ま

い
り
申

あ

な
た
様

の
御

ぶ
し

ま

た
御

さ

い
く

の
御

ひ
や

う
ば

ん

の
よ
き

や
う

に
と

よ
く
く

御
ね
か
ひ
申
上
候
と
今
♂
そ
ん
し
お
り
候

申
上
度
御
事
は
山
く

御
さ
候

へ
と
も
筆
ま
わ
り

か
ね
候
間
御

へ
ん
し
ま
て
に
あ
ら
く

申
上
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
何
も
く

目
出
度
か
し
く

 
 
六
月
廿
四
日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
志
ん
町

 
た
か
お
か
に
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
す
ゴ
ガ

 
 
 
清
次
様

 
 
 
 
 
御
も
と
へ

猶
く

御
わ
す
れ
な
き
と
の
御
事
ま
事
に
く

御
う
れ
し
く
く

御
わ
す
れ
な
き
よ
う
く
れ
く

も
御
ね
ん
し
申
上
候
御
心

や
さ
し
き
ゆ
へ
猶
く

御
な
つ
か
し
く
く

こ
ま
り
申
候

と
う
そ
く

時
か
う
御
大
事
に
遊
し
御
わ
る
く
御
成

遊

し
候

ら
わ

ぬ
よ

う
ね

ん
し

上
ま

い
ら

せ
候

わ
た
く

し
事

も

つ
い
ふ
ん
く

か
ら
だ
大
事
に
い
た
し
候
間
か
な
ら
す
く
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御

あ

ん

し
下

さ
れ

ま
し
く

候

た

ゴ
の
か
ら

だ

に
候

へ
は

ど
う

で
も

い
た
し
御

め
も

じ

に
ま

い
り
候

へ
と
も

こ
う

い
う

か
ら
た

に
候
間

其

よ

ふ
な
事
も

て

き
不
申

ま
事

に
く

こ
ま

り
申
候

此

せ

つ
は
あ

つ
ひ

ゆ

へ
に
候

か
ま
事

に
大

そ
う

に

こ
ま
り
申

ま

い
ら
せ
候

な

か
む

ら

の
事

御

せ
わ

さ
ま

が
な

ら
御
ね

か

い
申

上
候

沢
田
や
様
の
事
は
く
れ
く

も
御
あ
ん
し
下
さ
れ
ま
し
く
候

ち
か
ぐ

に
御
し
ら
せ
申
上
候
く
れ
く

も
御
わ
す
れ

遊
し
候
ら
わ
ぬ
よ
う
御
ね
ん
し
申
上
候

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
何
も
く

あ
ら
く

か
し
く

 :・



注(1
) 

「
な
か
む
ら
」
…
今

回
紹
介

す
る
書
簡
中
で

は
、

「中
む
ら
」
「
な
か
む
ら
の
ざ

 
 
ん
ぎ

り
さ
ん
」
等

の
言

い
方
で
、

こ
の
名
は
以
後

も
た
び

た
び
出

て
く
る
が
、

 
 
現
在

の
と
こ
ろ
未
詳

で
あ
る
。

(2
) 

「沢
田
や
様
」
…
殿

田
良
作

「泉
鏡
花

の
実
際
と
作
品
」

(前
掲

)
に
清
次
の

 
 
姉

ま
す
に

つ
い
て
、
「
ま
す
は
慶
応

二
年

に
金
沢

南
町
蝋
燭
商

沢
田
嘉
助

に
嫁

 
 
し
、
沢

田
勇
吉

な
る

一
子
を
、
明
治
九
年

二
月
十

三
日
出
産

し
て

い
る
の
が
、

 
 
壬
申
戸
籍

に
見
え
て

い
る
。」

と

い
う
説

明
が
あ
る
。
お
そ
ら
く

こ
の
書
簡
中
、

 
 

た
び

た
び

登
場
す
る

「沢
田
や
」
も
、

こ
の
清
次

の
姉

の
嫁
ぎ
先

の
蝋
燭
商
の

 
 

こ
と
で
あ
ろ
う
。

(
3
) 

「
こ
う
さ
く
様
」
…
山
川
孝
作

の
こ
と

か
。
山

川
孝
作

は
清
次

と
同
じ
く
加
賀

 
 
象
嵌
師

で
、

『金
沢
銅
器
製
造
元
記
』
に
は
、
清
次

と
同
様

に
金
沢

か
ら
高
岡
に

 
 
出
稼
ぎ

に
行

っ
た
者

と
し
て
そ

の
名
が
記
載

さ
れ
て
い
る

(〈資
料

2
>
参
照
)。

 
 
ま
た
、
新
保
千
代
子

「鏡
花
新
出
書
簡
考
-

上
京
時
を
め
ぐ
る
年
譜

へ
の
疑

 
 
問
1

」
(『鏡
花
研
究
』

一
九
七
四

・
八
)
中
で
紹
介
さ
れ
た
上
京
中
の
鏡
花

 
 

の
清
次

宛
書
簡

文
中

に

「向
あ
は
せ

の
事
故
山

川
氏

と

ハ
表

だ
け
な
り
と
ま
ん

 
 

ま
る
く
お
交
際
の
程
申
上
候
。」
と
あ
る

「
山
川
氏
」
も
、
同

一
人
物
の
可
能
性

 
 

が
あ
る
。

(4
) 

「御

ち

〉
上
様
」

…
清
次

の
父
、
泉

庄
助

の
こ
と
。

(5
) 

「屋
な
ぎ
ば

し
」
…
現
、
金
沢
市
柳
橋
町
。
街

道
沿

い
に
位
置
し
、
茶
店
が
幾

 
 

つ
か
あ
り
、
団
子
・笹

ち
ま
き
が
名
物

で
あ

っ
た
と

い
う

(『石
川
県

の
地
名

(日

 
 
本
歴
史

地
名
大
系

一
七
)』
平

凡
社

一
九
九

一
・
九
)
。
近
世
、
中

山
道
追
分
宿

 
 

か
ら
の
信
州
路
、
ま
た
は
中

山
道
関

ヶ
原
宿
か
ら
日
本
海
側

の
幹
線
街
道

を
「北

 
 

国
街
道

(北
国
往
還
道
)
」
と
呼
ん
だ
。

こ
の
北
国
街
道
の
道
筋
で
浅
野
川
大
橋

 
 

を
渡

っ
て
卯
辰
町
か
ら
大
樋
町
を
過
ぎ

る
と
郡
方
に
入
り
、
三

ッ
屋
、
柳
橋
、

 
 
法
光
寺

…
…
と
続

い
て
い
く

(同
書
)

こ
と
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
柳
橋
は
大

 
 
樋

町
よ
り
も
先
の
城
下
外

の
土
地

に
あ

た
る
。

(6
) 

「御

せ
が
御

も
め
遊

し
」
…

『便
言
集
覧
』

に

「こ

せ
や
く
」

で
、

「南
部
及

 
 
び

北
越
後

に
て
、
立
腹

の
こ
と
」

と
あ

る
。

ま
た
こ
の
他

「後
世
を
や
く
」
と

 
 

い
う
言
葉
は

「世
話
を
す

る
。
世
話

や
く
。」
、
「骨

を
折

る
。
苦
労

す
る
。」
な

 
 

ど

の
意
味
と
し

て
使

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る

(『日
本

国
語
大
辞
典
』

小
学
館

)。

 
 
但
し

「後
世
が
も
め

る
」

の
用
例

は
未
見
。

(7
) 

「
ぶ
ん
さ
ん
」
…
不
明
。
但
し
、
明

治
十
年

、
長
谷
川
準
也

設
立

の

「銅

器
会

 
 
社
」
で
職
工
棟
取
、
水
野
源

六
が

率

い
た
五
十

一
名

の
職
工
中

の

一
人
、
友

沢

 
 
文
太
郎

(田
中
喜
男

『加
賀
象
嵌

職
人
-

1
来
・沢
弘
安

の
人

と
作
品
 

 
』
前

 
 
掲
)
が
、
同
業
者

で

「
し
ら
さ
き
や
」

で
の
清
次

の
様
子
を
知

っ
て

い
る
と

い

 
 
う

こ
と

か
ら
も
、

こ
の

「文

さ
ん
」

に
当
る

の
で
は
な
い
か
と
推
測

で
き
る
。

(8
) 

「
し
ら
さ
き
や
」
…
高
岡

の
銅
器
商

の
問
屋
。

『金
沢
銅
器
製
造
元
記
』

の
記

 
 
載
な
ど
か
ら

「
こ
の
頃
、
高

岡
に
は
既

に
角
羽
勘
左
衛
門
、
金
森
宗

七
の
ほ
か

 
 
に
伏
見
屋
、
大
場
屋
、
穴
茶

屋
、
白
崎
屋
、
研
屋
、
黒

田
屋

ら
の
銅

器
商
が

い

 
 
た
」

(『高
岡
銅
器
史
』
前
掲

)
こ
と
が
わ

か
り
、
彼

ら
が

「金
沢

の
象

嵌
職
人

 
 
の
技
術

の
優
秀

な
の
を
見
て
」、

「極
力
高
岡

に
招

い
た
」
た
め
、
「
金

沢
で
失
職

 
 
し
て

い
た
職
人
が
、
大
挙

し
て
高

岡

へ
出
稼
ぎ

に
来

る
よ
う

に
な

っ
た
の
で
あ

 
 
る
」

(同
書

)。

 
 
 
白
崎
屋

で
は
山
川
孝
次
、
泉

清
次
、
山
川
孝
作
、
小
浜
弥
太
郎
、
水

谷
喜
太

 
 
郎
、
山
川
義

右
衛

門
ら
が
働

い
て
い
た
。
彼
ら

の
多
く

は
間
も

な
く
金

沢
に
帰

っ

 
 
て
し
ま
う
が
、

「た
と
え
短
期
間

で
あ

っ
て
も
、
こ
の
時
に
高
岡
銅
器
業
界
が
、

 
 
金
沢

の
加
賀
象
嵌

の
名

工
を
多

数
受
け
入
れ
た
影
響

は
多
き

か

っ
た
」
と
い
う
。

 
 
明
治
六
年

八
月
、
高

岡
の
銅

器
商
人
金
森
宗
七

が
、
新

た
に
金

沢

に
「宗
金
堂

」

 
 
と
称
す

る
銅
器
製
造

工
場
を
設
立
す

る
が
、
そ

の
仕
事

に
泉

清
次

、
山
川
孝
作

 
 
ら
当
時

の
金
沢

金
工
職
人

の
ほ
と
ん
ど
全
員
が
参
加

し
て
い
る

(
同
書
)

(「解

 
 
題
」
及
び

く資
料

2
V
〈資
料

3
>
参

照
)。

(9
) 

「
何
に
に
」
と
よ

む
べ
き

か
。

(10
) 

「
あ
」
の
上

の

コ

」

は
誤
記

と
思
わ
れ
る
。

(11
) 

「
志
ん
町
」
…
新

町
の

こ
と
。
鏡
花

の
生
家

は
石
川

県
金
沢
市

下
新
町
三
十
三

 
 
番
地

(現
、
金

沢
市
尾
張
町

二
丁
目
十

ニ
ノ

一
)
に
あ

っ
た
。

(12
) 

「
六
月
二
十
二
日
」

…
書
簡

に
は
年

数
が
記
載
さ
れ

て
い
な

い
が
、

「解
題
」

 
 
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、

こ
れ
は
明
治
六
年
六
月

二
十

三
日
の
こ
と
と
推
定

で
き

 
 
る
。

(13
) 

「た
か
お

か
」
…
現
、
富
山
県
高

岡
市
。

(14
) 

「御
は

》
様
」

…
清
次

の
母
、
泉

き

て
の
こ
と
。

(15
) 

こ
の
部

分

(「
す
こ
し
の
ま
も
わ
す
れ
不
申
…
…
」
)
か
ら

「猶

々
書
」

の
前
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の

「何
も
く

目
出
度
か
し
く
」
ま
で
の
部
分
の
翻
刻
が
、
春
陽
堂
版
全
集
で

 
 
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

(16
) 

「候
」

…
春
陽
堂
版
全
集

の
翻
刻

で
は

「候

」
は
脱
落
し
て

い
る
。

(17
) 

「申

も
」
…
春
陽
堂
版
全
集

の
翻
刻

で
は

「
て
も
」
と
翻
刻

さ
れ
て

い
る
。

(18
) 

「
二
か
ひ
両
し
ん
」
…
す

ゾ
の
父
母

、
中

田
豊
喜

、
ち
よ
、
の
こ
と
か
。
「壬

 
 
申
戸
籍
」

に
よ
る
と
中

田
豊
喜

は
明
治
元
年
金
沢

へ
妻
子
を
連
れ
転
住
、
同

三

 
 
年
平
民

と
な

り
、
新

町
に
居
住
と
あ
る

(「東
京
居
住
罷
在
候
処
明
治
元
年
御
当

 
 
地
え
妻

子
引
連
罷
越
同

三
年

御
改
革

に
付
平
民

に
被
指
加
新
町
居
住
」
)

(殿

田

 
 
前
掲
論
文
)
。

(19
) 

「東
京

兄
」
…
す

ゴ
の
兄
、
中

田
孫
惣

の
こ
と
か
。
笠
原
伸

夫

『評
伝

泉
鏡

 
 
花
』

(白

地
社

一
九
九
五
・
一
)
に

「文
中

(引
用
者
注
/
春
陽
堂
版
全
集

一
部

 
 
翻
刻

に
よ

る
こ
の
部
分
)

の
東

京
よ
り
た
よ
り

の
あ

っ
た
兄
と
は
、
七
月

に
は

 
 
戻
る
と
あ

る
か
ら
家
業

と
し
て
の
能
楽

の
大
鼓
を
引

き
つ
い
だ
長
兄
惣
之
助

の

 
 
こ
と
で
あ

ろ
う
。
俗
名
孫
惣
、

明
治
十
年
七
月

四
十
歳

で
没
し

て
い
る
。
」と

い

 
 
う
説
明
が
あ

る
。

 
 
 
中
田
豊
喜

に
は
他

に
二
子
の
男
子
あ

っ
た
が
、
次
男

は
慶
応
四
年
九
月
十

一

 
 
日

に
死
亡
し

て
お
り
(名
前
は
不
明
)
、
三
男
は
宝
生
流

シ
テ
方
、
後

の
名
、
松

 
 
本
金
太
郎

と
い
い
、
松
本
弥

八
郎
方

へ
養
子
入
し
、
慶
応

四
年

に
は
静
岡

に
転

 
 
住
し
て

い
る

(殿

田
前
掲
論
文

)。

(20
) 

「
う
た

つ
天
じ
ん
様
」
…
卯
辰
神
社

(卯
辰
天
満
宮
。
現
豊

国
神
社
に
合
併
)

 
 
の
こ
と
。
慶
応

三
年
九

月
二
十

三
日

に
竣
工
し
、

そ
の
正
遷
宮

の
祭
礼
が
七

日

 
 
間

に
亘

っ
て
行

わ
れ
た
。
「天
満
宮

御
神
幸
行
列
略
図
」、
「卯
辰
神
社
御
遷
宮
御

 
 
祭
礼
獅

子
」
等
か
ら
当
時

の

「異
常

な
興
奮

」
ぶ
り
が
わ

か
る

(『金
沢
市
史

資

 
 
料
編
⑬

(寺
社
)
』
金
沢
市
史
編

さ
ん
委
員
会

一
九
九
六

・
三
)。

 
 
 
ま
た

二
十
五

は
天
神

の
吉
数

で

(『金
沢
市
史

資
料
編
⑬

(寺
社
)』
前
掲
)
、

 
 
近
世
で

は
各
地

で
天
神
講

を
行

う
寺
小
屋
も
現
わ

れ
、
「寺
子
た
ち

は
二
十
五
日

 
 
に
天
満
宮

に
参
拝

し
た
り
、
寺

小
屋

に
掲
げ
ら
れ

た
道
真
公

の
画
像

に
向

か

っ

 
 
て
、
『
天
神
経
』
を
唱
え

る
な

ど
し
て
書
道
上
達
を
祈

っ
た
」
と
こ
ろ
も
あ

っ
た

 
 
ら
し

い

(『日
本
民
族
宗
教
事
典
』
 
一
九
九
八

・
四
)。

 
 
 
「
そ
の
菅
原
道
真
を
祀
れ

る
天
満
宮

の
亦
少

な
か
ら
ざ
る
は
、加
賀
藩
主
前

田

 
 
氏
が
道
真

を
祖
先

と
な
せ
る
が
為
」

(『稿
本
金
沢
市
史

寺
社
編
』

(復
刻
)
名

 
 
著

出
版

～
九
七

三
・七
〉
と
あ

る
よ
う

に
、
「金
沢
付
近
は
天
神
信
仰

の
盛

ん
な

 
 

地
で
」、
「近
郊

の
河
北
郡
津
幡
町

で
も
、
明
治
頃
は
天
神
堂

に
粘
土
人
形

を
飾

っ

 
 

て

い
た
の
が
、
後
、
掛
軸

に
な
り
、
お
そ
な
え
も
天
神
の
も

の
だ
け

は
二
五
日

 
 
ま
で
飾
」
る
風
習
が
あ

っ
た

(西
山
郷
史

「天
神

・
人
神

・
藩
祖
の
信
仰
-

 
 
都
市
型
信
仰
の
展
開
試
論
1

」
『都
市
の
民
俗
・金
沢
』
金
沢
民
俗
を
さ
ぐ
る

 
 

会
編

・
図
書
刊
行
会

一
九
八
四

・
一
)。

(21
) 

「筆

ま
わ
り
か
ね
候
間
」
…
春
陽
堂
版
全
集

の
翻
刻
で
は
、

こ
の
部
分

は
脱
落

 
 

し
て

い
る
。

(22
) 

「何

も
く

目
出
度

か
し
く
」
…
春
陽
堂
版
全
集

の
翻
刻
は

こ
の
箇
所

ま
で
に

 
 

相
当
す
る
。

(23
) 

「六
月

二
十

四
日
」
…
明
治
六
年
六
月

二
十

四
日

(「解

題
」
参
照
)
。

(24
) 

「
こ
う

い
う
か
ら
た

に
候
間
」
…
す

ゴ
の
お
腹

の
中

に
は
、

こ
の
時
、
鏡

花
が

 
 

い
た
。
鏡
花
は
明
治
六
年
十

一
月
四
日
出
生

(「解
題
」
参
照
)
。

 

[付
記
]

 

こ
の
た
び
松
村
友
視
氏

に
本
資
料

の
存
在
を
ご
指
摘
頂
き
、翻
刻

す
る

に
致

っ
た
。

 
資

料
調
査
に
あ
た

っ
て
貴
重

な
ご
助

言
を
賜

っ
た
秋
山
稔
氏
、
吉
田
昌
志

氏
、
書

誌

、
翻
刻
に
関
し

て
ご
教
示

賜

っ
た
関

場
武
氏
、
伊
倉
史
人
氏
、
ま
た
貴
重

な
資
料

を
閲
覧
さ
せ
て
下
さ

っ
た
金
沢
市

立
玉
川
図
書
館

に
、心

よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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